
ミドル管理者養成塾  
 

公益財団法人長野県テクノ財団        

浅間テクノポリス地域センター（担当 弓掛） TEL:0268-23-6788 
 

 

支援概要 

厳しい激動の時代を迎えており、お

客様のニーズに応える「現場・現物・

現実」の３現主義の中核を担うミドル

管理者の役割は益々重要性を帯びて

きています。 

こうした中、若手社員の早期戦力化

を機能させるためのノウハウとその

ための簡易マニュアルをご提供しま

す。さらに、自立させるための目標管

理の面談を具体的にトレーニングし

ました。 

 

支援経緯 

厳しい激動の時代を迎えた企業に

おいて、お客様のニーズに応える

「現場・現物・現実」の 3 現主義の

中核を担うミドル管理者の重要性が

益々高まってきました。 

こうした企業のニーズに応えるべ

く、企業の中核を担うミドル管理者

を養成する講座を開設することにし

ました。 

 

活動実績・成果 

◆第1回 6月13日（木） 

「相談できるメンター養成の方法」 

職場で信頼関係を形成するやり方をし

っかり身に付ける。 

 

◆第2回 7月11日（木） 

「早期に戦力化するOJTのやり方」 

仕事を早く覚えたいと思える動機付け

を含め、業務能力をしっかり身に付け

る。 

 

 

◆第3回 8月22日（木） 

「燃えて仕事ができる面談のやり方」 

メンバー一人ひとりが、自ら目標を掲

げ、PDCAを回せる面談ができるようにす

る。 

 

毎年参加する企業もあり、企業内の中

堅社員育成の一助になっています。 

毎回、多様な業種から多くの参加者が

あり、参加者の異業種交流、人材交流の

場を提供することができています。 

 

参加企業 22社 

参加者 延べ126名 

 

 

養成塾の様子 

 
 

 



感性応用計測研究会  
 

公益財団法人長野県テクノ財団        

浅間テクノポリス地域センター（担当 武者） TEL: 0268 - 23 - 6788   
 

 

支援概要 

感性評価・計測法を研究して製品開

発へ応用します。 

人間のもっている「楽しい」、「心地

よい」、「使いやすい」といった感性を

ものづくりに取り入れる技術が感性

工学です。人の気持ちを計測して数値

化および評価を行い、製品開発、デザ

イン、マーケッティングに活かすため

の調査・研究をします。 

（フィーリングを数値に置き換え

て消費者が求めている商品を開発す

します。） 

 

支援経緯 

信州大学繊維学部感性工学科上條

正義教授をアドバイザーとし、県内外

の企業（測定器メーカ 5 社、設計～販

売 5 社）、長野県工業技術総合センタ

ー、信州大学繊維学部を会員としてフ

ィーリング（感性）を数値に置き換え

て消費者が求めている商品を開発す

べく調査・研究を行っています。 

 

活動実績・成果 

令和元年度は 4 回の研究会を実施し

ました。 

◆第 1 回（5 月） 

特別講演： 

・「ドットパターンにおける凸点の 

形状・間隔と粗さ感の関係」 

 講師：相澤 淳平氏 

・他研究発表 2 件  

吉田 宏昭氏、上條 正義氏 

◆第 2 回（8 月） 

研究発表 

・「地域における産学管連携による 

感性応用計測研究の取り組み」 

・他研究発表 1 件  

八木橋 展生氏  

・他研究進捗報告 4 件 

◆第 3 回（12 月） 特別講演 

・「理学療法の現場で実施される 

 筋力検査と治療－感性工学の学び 

を活かして－」   

講師：古川 勉寛氏 

医療創成大学准教授 

◆第 4 回（2 月）  

・研究進捗報告 4 件   

・マットレスの固さ体験実験  

〈令和元年度実績〉 

・参加人数 延べ 66 名 

・会員各社の感性工学に関する知識 

向上が図れました。 

・外部講師による特別講演で感性 

工学の応用範囲の知見拡大が図れ

ました。 

・研究生の発表を通して企業会員と

の交流が図れました。             

 

 

 

 

 

 

写真や図など 

 

 

 

 

（研究会） 

（自分に合っ

たマットレス

の硬さ調査） 



若手技術者養成講座「制御・IoTコース」  
 

公益財団法人長野県テクノ財団        

浅間テクノポリス地域センター（担当 武者） TEL: 0268 - 23 - 6788   
 

 

支援概要 

地域企業における技術力の底上げ

を図るため、現場で役立つ機械・電気・

電子・情報の工学の基礎習得や測定技

術者等を養成する講座を企画しまし

た。 

「RaspberryPi を用いたプログラミング

実習」を行い、昨今、スマート工場と

して話題となっている IoT について基

礎力を高め、若手技術者の育成を図り

ました。 

支援経緯 

IoT については、専門家に依頼はで

きるが、コンサルティング（問題点把

握・対策提案など）から入ることが多

く多額の投資が必要になります。 

 自身で行えば比較的に安価（機材だ

けなら数万円）に手掛けることができ

ます。 

 このコースでは、RaspberryPy（ARM ベ

ースのワンボードコンピュータ）を用

いて、汎用の入出力機材を使ってプロ

グラミング実習し、データ収集から出

力まで理解していただきました。 

 

活動実績・成果 

令和元年度は 5 回の講座を実施しま

した。 

第 1 回（10 月 4 日） 

1）IoT について 

2）RaspberryPi の基本・使う前の準備 

3）Python について､Linux の基本 

 

第 2 回（10 月 11 日） 

4）プログラミングのための基礎 

5）実際に機材を用い Python プログラ

ミングを行い動作確認 

第 3 回（10 月 18 日） 

6）各種センサー入力や PWM 出力させ 

るプログラムを作成・動作確認 

・入力：電圧、人感センサー、湿度、

照度、スイッチ 

・出力：LED、モータ 

第 4 回（10 月 25 日） 

7）カメラモジュールを使った画像処理 

8）インターネットを使った画像処理 

第 5 回（11 月） 

9）音声認識について 

10）事例発表 

・シナノケンシ事例発表「Raspberry  

Pi を利用した生産実績の可視化」 

他 3 件 

〈成果〉 

・参加者には基本操作を習得してい

ただき､それを基に実際に自社工場に

導入しました(昨年度受講者)｡今回､事

例発表も実施しました｡ 

 
 

 

丁寧に指導する講師 

事例発表の様子 

 


